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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●　グリーン・イノベーションの推進（１）
　○【左】グリーン・イノベーション推進に向けた取組の考え方
　・公害問題を克服する過程で培われた環境技術や、環境産業を活かした取組を、グリーン・イノベーションに向けた取組として発展、拡大することで、次世代の川崎の活力を生み出すとともにサステナブル・シティを創造するため、「川崎グリーン・イノベーション推進方針」を策定することとした。
　・基本的な考え方に基づく取組の方向性として４つの柱を設定
	
　○【右上】低CO2川崎ブランドの認定
　原材料調達から廃棄・リサイクルまでの、ライフサイクル全体でCO2削減に貢献している製品・技術・サービスを認定

○【右下】川崎国際環境技術展の開催　（国際的な展示・商談会）
　平成26年２月14日に６回目の開催　157団体237ブースが出展
約4,500人が来場　　海外から14カ国・地域から170人が参加
川崎の地から海外技術移転の動きを確かなものにしていく
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●　脱炭素社会の実現　～　ＥＳＧ投資の促進　～　

○【左上】地域金融機関による事業効果の高いＥＳＧ投融資を市内に普及させることで、脱炭素経営等の実行を支援し、市内企業の競争力・成長性を高めます。
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